
馨〆艘釜鑑灘　うるおいと生きがいのあるまち
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特報　東九州自動車道門川一都農間に施行命令

みんなで仲良く火の用心を誓います

　日向保育園、冨高保育園、往還保育園、伊勢ヶ浜

保育園には、幼年消防クラブがあります。

　1月5日の日向市消防出初め式では．この幼年消

防クラブの子供たちも元気に行進。式典では、往還

保育園の鼓笛演技に続き、「みんなで仲良く火の用心

を誓います」と全員で誓いの言葉を述べました。
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均
衡
あ
る
市
政
の
瀦

効
累
的
な
施
簾
に
融

日
　
向
　
市
　
長

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
や
か
で

し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
早
い
も
の
で
私
も
市
政
を
担
当
し
て
3
回
目
の
新
年
を
迎
え
ま
す
が
、
こ
の
間
、
市
民
の

格
別
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
、
お
陰
様
を
も
ち
ま
し
て
市
政
各
般
に
わ
た
り
順
調
に
運

た
こ
と
に
衷
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
改
め
て
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
長
年
の
悲
願
で
あ
り
ま
し
た
東
九
州
自
動
車
道
門
川

施
行
命
令
が
出
さ
れ
た
の
を
は
じ
め
、
サ
ン
パ
ー
ク
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
や
日
向
青
果
地
方

ど
の
オ
ー
プ
ン
、
日
向
市
駅
連
続
立
体
交
差
事
業
・
駅
周
辺
土
地
区
画
整
理
事
業
の
都
市
計

都
市
基
盤
の
整
備
や
各
種
施
策
等
も
順
調
に
進
展
を
み
た
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
伊
勢
ヶ
浜

浴
場
5
5
選
に
選
ば
れ
た
ほ
か
、
細
島
港
の
利
用
促
進
の
た
め
の
ポ
ー
ト
セ
ー
ル
ス
や
美
々
津

に
て
三
社
融
合
推
進
モ
デ
ル
事
業
研
究
公
開
を
実
施
し
県
内
外
に
広
く
情
報
発
信
し
た
と
こ

方
で
は
、
日
向
工
業
高
校
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
の
全
国
制
覇
、
財
光
寺
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
全

コ
ン
ク
ー
ル
金
賞
受
賞
な
ど
多
く
の
分
野
で
さ
ま
ざ
ま
な
活
躍
が
あ
る
な
ど
た
く
さ
ん
の
明

ご
ざ
い
ま
し
た
。
地
方
自
治
を
取
り
巻
く
環
境
が
厳
し
さ
を
増
す
中
で
、
昨
年
も
円
滑
に
穿

き
ま
し
た
こ
と
に
重
ね
て
お
礼
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

　
コ
年
の
計
は
元
旦
に
あ
り
」
と
申
し
ま
す
が
、
本
年
も
、
市
内
の
均
衡
あ
る
発
展
に
配

福
祉
の
充
実
・
向
上
は
も
と
よ
り
都
市
基
盤
の
整
備
、
環
境
保
全
、
産
業
・
教
育
文
化
の
振

「
う
る
お
い
と
生
き
が
い
の
あ
る
ま
ち
」
「
産
業
が
栄
え
文
化
の
香
り
高
い
都
市
」
を
目
指
し

施
策
を
推
進
し
、
市
民
福
祉
の
向
上
に
専
心
努
力
す
る
よ
う
決
意
を
新
た
に
し
た
と
こ
ろ
で

き
皆
様
方
か
ら
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
信
頼
と
期
待
に
こ
た
え
る
た
め
、
初
心
を
忘
れ
る
事
な
く

調
を
基
本
と
し
た
市
民
本
位
の
ま
ち
づ
く
り
に
全
力
を
傾
注
し
て
参
り
ま
す
の
で
皆
様
方
の

導
ご
鞭
燵
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
一
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
健
や
か
で
幸
多
き
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
ご
祈

ま
し
て
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
っ
と
い
た
し
ま
す
。

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
市
民
の
皆
様
に
は
、

お
迎
え
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
中
は
、
皆
様
方
の
力
強
い
ご
支
援
に
よ
り
ま
し
て
、

こ
と
を
心
か
ら
感
謝
し
、
改
め
て
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
わ
が
国
は
、
急
速
な
少
子
・
高
齢
化
が
進
展
す
る
一
方
、

健
や
か
で
す
が
す
が
し
い
新
春
を

議
会
活
動
に
専
念
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

経
済
は
依
然
と
し
て
不
透
明
で
厳
し

い
状
況
に
あ
り
、
行
財
政
の
構
造
的
な
改
革
が
求
め
ら
れ
る
な
ど
、
大
き
な
転
換
期
に
立
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
社
会
情
勢
の
中
に
あ
っ
て
、
本
市
に
お
き
ま
し
て
は
、
ハ
ー
ド
、

策
が
着
々
と
前
進
を
見
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
し
て
、
ご
同
慶
に
た
え
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
現
今
の
市
政
に
対
す
る
住
民
ニ
ー
ズ
は
、

生
活
環
境
の
改
善
、
福
祉
の
増
進
な
ど
、
数
々
の
施
策
の
展
開
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
に
住
む
市
民
一
人
ひ
と
り
の
も
の
で
あ
り
、

行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
本
市
議
会
も
、
平
成
7
年
の
改
選
後
、
早
く
も
4
度
目
の
新
年
を
迎
え
、

4
か
月
と
な
り
ま
し
た
。
今
春
4
月
に
行
わ
れ
ま
す
統
一
地
方
選
挙
で
は
、

仰
ぐ
こ
と
と
な
り
ま
す
。
「
地
域
の
問
題
に
つ
い
て
、
住
民
に
代
わ
っ
て
論
議
し
、

と
」
が
地
方
議
会
の
役
割
で
あ
り
ま
す
。
地
方
分
権
が
進
め
ら
れ
る
中
で
、

監
視
す
る
こ
と
に
よ
り
、
行
政
の
適
正
執
行
を
確
保
す
る
」

て
お
り
、
そ
の
責
任
を
痛
感
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
私
た
ち
議
員
は
「
市
民
の
声
」

反
映
さ
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
新
年
を
契
機
に
、
議
員
一
同
決
意
も
新
た
に
、

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
「
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
実
現
の
た
め
に
、
ま
た
、

真
に
地
方
の
時
代
と
な
り
ま
す
．
よ
う
、

　
こ
こ
に
、
市
民
の
皆
様
の
ご
多
幸
と
ご
健
勝
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

ぬ
ご
支
援
、
ご
鞭
燵
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、

ま
す
ま
す
多
様
化
し
、
都
市
基
盤
の
整
備
、

社
会
経
済
情
勢
が
厳
し
い
と
き
ほ
ど
住
民
本
位
の
政
治
が

　
　
　
　
　
　
残
さ
れ
た
任
期
も
、
わ
ず
か

　
　
　
　
　
　
再
び
市
民
の
皆
様
の
審
判
を

　
　
　
　
　
　
　
　
物
事
を
決
定
す
る
こ

　
　
　
　
　
　
議
決
機
関
と
し
て
「
批
判
、

と
い
う
チ
ェ
ッ
ク
機
能
の
強
化
が
求
め
ら
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
的
確
に
市
政
に

　
　
　
　
6
万
市
民
の
皆
様
が
日
向
市
に
住
む
喜
び
を
か
み
し
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
来
る
べ
き
2
1
世
紀
が
、

市
当
局
と
と
も
ど
も
に
全
力
を
傾
注
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
年
も
相
変
わ
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
頭
の
ご
あ
い
さ
っ
と
し
ま
す
。
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｢
紀
が
翼
の
地
方
自
治
の

な
る
よ
う
全
力
を
傾
注
し
轟

日
向
市
議
会
議
長

米



♂騰の堰編臨翼欝欝
　地域振興券交付事業は、今年度の国の緊急経済対策の柱として位置づけられています。この事業により、個

人の消費拡大が見込まれることから、地元商店街など地域経済の活性化につながるとともに、r地域振興券」

の使用期間が6か月と限定され、短期間に消費が拡大することで、景気の回復につながるものと期待されてい

ます。それでは、「地域振興券」とは、一体どのようなものなのでしょうか。

1．地域振興券の概要
　15歳以下の子どもを持つ家庭や要件を満たす高

齢者などを対象に、1人当たり2万円の「地域振興

券」を支給します。地域振興券はlI向市が発行し、

使用期間は6か月、FI向市に登録された民間事業所

（特定事業者）で使走できます。

2．地域振興券
（1）日向市が発行し、交付開始は3月．ド旬を予定して

　います。

〔2庫に登録された民間事業所において、物品の購人

　または借り受け、役務の提供に対する支払いとし

　て使川できます。額面は秤1で、釣り銭は支払わ

　れません。

　①利用可能な例：商店、飲食店、洗濯、理容店、

　医療等各種サービス
　②利用できない例：商品券、プリペイドカード、

　切手等の購入や電気料、NHK受信料、公共料

　金の支払い
（3）使用期間は、交付開始目から6か月間です。

〔4｝利用できるのは、交付された本人及び代理人、使

　者に限られます。

3．交付対象者
　基準日（平成ll年1月1日）において、以下の

要件を満たす方に交付されます。

（1）15歳以．ドの子ども（昭和58年1月2日以降に

　生まれた方）のいる世帯の世帯主。

｛2）次の要件を満たす方。ただし、（1）に該当する方は

　除かれます。

　①老齢福祉年金、障害基礎年金、障害年金、遺族

　基礎年金、母r年金、準母f年金、遺児年金、

　児童扶養手当、障害児福祉手当、特別障害者手

　　当、福祉手当、原f爆弾被爆者諸手当の受給者

　及び特別児竜扶養手当の支給に係る障害児。た

　だし、　一部は平成10年度の市民税が非課税で

　あることが条件となります
　②生活保護の被保護者及び社会福祉施設等への措

　置入所者で、ヒ記¢に該当しない方。

〔3）65歳以L（昭和9年1月111以前に生まれた方）

　で、市民税の所得割が非課税であり、身体ヒまた
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　は精神ヒ著しい障害があり、その状態が6か月以

　h継続している方。ただし、閻に該当する方及び

　基準日に継続して3か月を超えて病院や老人保健

　施設に入院、入所している方は除きます。

（4）65歳以上で、市民税が非課税であり、（2）〔3）に該

　当しない方。

（1：D市民税非課税の要件につきましては、交付対象

　となる方が、白山の子どもなどの扶養親族になつ

　ていたり、控除対象配偶者であったりする場合は、

扶養者である方も非課税であることが条件となり

　ます．

　4．交付額
　（1）交付対象者の（1）15歳以ドの子どものいる世帯の

　世帯主に対しては、15歳以下の子ども1人につ

　　き2万円。

、（2侵の他の要件を満たす方については、交付対象者

　　1人につき2万円となります。

5．地域振興券の申請・交付
（1）交付対象者の（1）15歳以ドの子どものいる世帯の

　世帯主に対しては、3月中旬に郵送する「地域振

　興券引換申請券jにより、交付口から中請を行っ

　てください。

｛21その他の対象者には、2月初旬に「地域振興券交

　付申請書」と申請・交付に関する詳しい資料を郵

　潰します。

6．地域振興券を取り扱う民間事業者
　　　　　　　　　　　　　（特定事業者）
　市では、地域振興券を取り扱う事業者（特定事業

者）として、日向市内で、小売業、飲食業、洗濯・

理容・旅館・医療等の各種サービス業、運輸通信業

（旅行業を含む。）及び通信販売業を営む事業者を2

月1日から市地域振興券推進室で募集します

※地域振興券についてのお問い合わせば、市地域振

輿券推進室（青少年ホーム1F談話室a内線281

5）まで。推進室は、2月1日から旧宮崎地方法務

局日向出張所跡盤56－OO14へ移転します。

　
昨
年
1
2
月
2
5
日
、
建
設
大
臣
か
ら
日
本
道

路
公
団
に
対
し
て
整
備
計
画
路
線
で
あ
っ
た

東
九
州
自
動
車
道
門
川
～
都
農
間
の
施
行
命

令
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
東
九

州
自
動
車
道
の
実
現
に
向
け
て
、
ま
た
一
歩

近
づ
い
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
今
回
の
施
行
命
令
は
、
整
備
計
画
路
線
格

上
げ
か
ら
わ
ず
か
2
年
で
出
さ
れ
て
お
り
、

県
北
地
域
の
高
速
交
通
網
の
整
備
に
さ
ら
に

弾
み
が
っ
く
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
特
に
、

海
の
玄
関
口
「
細
島
港
」
を
有
す
る
日
向
市

に
と
っ
て
高
速
道
路
の
整
備
は
、
物
流
機
能

を
充
実
さ
せ
る
た
め
に
な
く
て
は
な
ら
な
い

も
の
で
す
。
今
後
は
、
一
日
も
早
い
着
工
に

向
け
て
、
官
民
上
げ
て
更
な
る
運
動
を
展
開

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
施
行
命
令
を
受
け
た
区
間
は
、
門
川
町
の

延
岡
南
道
路
南
側
起
点
か
ら
都
農
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
ま
で
の
3
4
キ
ロ
。
設
計
速
度
は
時

速
1
0
0
キ
ロ
で
、
将
来
4
車
線
化
に
拡
幅

す
る
ま
で
の
問
、
2
車
線
を
整
備
す
る
も
の

で
、
総
事
業
費
は
1
5
8
0
億
円
で
す
。

　
目
撃
市
間
の
高
速
道
路
は
、
日
知
屋
・
庄

手
間
の
西
側
か
ら
塩
見
・
中
村
区
に
抜
け
、

平
岩
・
秋
留
区
か
ら
曙
区
、
金
ケ
浜
区
、
幸

脇
西
区
、
美
々
津
・
余
瀬
区
、
別
府
区
、
落

鹿
区
を
通
り
東
郷
町
へ
抜
け
る
全
長
約
1
7
キ

ロ
で
す
。
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
は
、
秋
留
付

近
に
な
る
予
定
で
す
。

　
施
行
命
令
の
知
ら
せ
を
受
け
て
市
は
、
2
5

日
午
後
4
時
に
花
火
を
打
ち
ヒ
げ
て
、
高
速

交
通
網
の
幕
開
け
を
祝
い
ま
し
た
。
ま
た
、

翌
2
6
日
午
後
－
時
3
0
分
に
は
、
日
向
・
入
郷

地
域
の
約
3
8
0
人
が
集
い
、
祝
賀
セ
レ
モ

ニ
ー
を
開
き
ま
し
た
。

　
セ
レ
モ
ニ
ー
で
赤
木
市
長
は
、
「
今
回
の

施
行
命
令
は
、
皆
さ
ん
の
こ
れ
ま
で
の
運
動

の
成
果
で
す
。
各
地
区
で
多
大
な
活
性
化
を

も
た
ら
し
て
い
る
高
速
道
路
は
、
人
的
交
流

や
物
流
と
い
っ
た
多
様
な
可
能
性
と
選
択
性

を
も
た
ら
し
て
く
れ
ま
す
。
細
島
港
の
整
備

と
併
せ
、
特
色
、
活
力
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

に
向
け
て
、
運
命
共
同
体
で
あ
る
入
郷
町
村

と
と
も
に
、
．
日
も
早
い
完
成
に
向
け
て
努

力
し
て
い
き
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。

　
そ
の
後
、
1
市
2
町
5
村
の
首
長
ら
計
1
6

人
が
、
く
す
玉
を
割
っ
て
施
行
命
令
を
盛
大

に
祝
い
ま
し
た
。

細
島
港
の
整
備
と
併
せ

特
色
・
活
力
あ
る
ま
ち
つ
ぐ
り
を

　
施
行
命
令
を
受
け
て
今
後
は
、
道
路
公
団

が
具
体
的
な
事
業
計
画
と
な
る
実
施
計
画
を

策
定
し
、
建
設
大
臣
の
認
可
を
受
け
た
後
、

具
体
的
な
路
線
を
発
表
し
ま
す
。
そ
の
後
、

測
量
や
地
質
調
査
、
地
元
説
明
会
、
用
地
買

収
を
行
っ
た
後
、
着
工
の
運
び
と
な
り
ま
す
。

回
速
交
通
網
の
夜
明
け

　
　
　
　
　
東
九
州
自
動
車
道
門
川
－
都
農
間
に
施
行
命
令
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ち
も’∠’《

戸
籍
事
務
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化

生
は
、
戸
籍
事
務
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
に
つ
い
て
今
年
3
月
上

旬
か
ら
の
稼
働
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
戸
籍
事
務

は
、
平
成
6
年
1
2
月
1
日
に
戸
籍
法
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
っ
て
事
務
処
理
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
市
で
は
、
昨
年
か
ら
戸
籍
改
製
の

移
行
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
度
、
現
在
戸
籍
に
つ
い

て
の
処
理
が
終
了
し
ま
し
た
の
で
、
3
月
上
旬
か
ら
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
化
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
で
す
。

本
籍

宮
崎
県
日
向
市
本
町
拾
爵

氏
名

1
1
　
向
　
　
　
郎

平
成
拾
年
壱
1
1
拾
日
編
製

昭
和
四
拍
六
年
壱
月
壱
日
目
向
市
で
出
牛
同
目
拾
日
父
届
出
．
へ
癬

父

目
向
太
郎

長
男

平
庄
拾
年
壱
月
拾
n
城
山
岬
と
婚
姻
届
出
H
向
市
本
町
措
爵
1
1
向
歳

母

町
f

郎
．
P
爾
か
ら
・
へ
鷹

夫

郎

Ψ

昭
和
四
目
六
年
壱
一
1
壱
1
1

昭
和
四
拾
」
年
◎
月
鯵
H
廷
岡
市
で
出
生
同
月
拾
五
H
父
履
出

父

城
山
　
　
昼

．
長
女

甲
成
拾
年
壱
月
捻
日
口
向
．
薗
と
婚
鯛
届
出
廷
岡
市
本
門
略
犬
躊
地

母

広
チ

壱
城
山
牒
．
戸
庸
か
ら
．
へ
薪

妻

岬

中

鮒
和
四
目
L
年
参
1
1
参
日

父母堅

これが次のように変わります

電算処理で発行する全部事項証明書

　　　　　　　　（1のD「漏

戸
籍
事
務
が

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
さ
れ
る
と

■
戸
籍
関
係
の
事
務
が
速
や
か

に
処
理
さ
れ
ま
す
。

■
記
載
内
容
な
ど
の
確
認
が
迅

速
化
さ
れ
る
ほ
か
、
戸
籍
の
記

載
が
早
く
な
り
、
届
け
出
か
ら

証
明
書
を
発
行
す
る
ま
で
の
期

［
3
月
上
旬
か
ら
ス
タ
ー
ト
］

《今までの戸籍謄本》

間
が
短
縮
さ
れ
ま
す
。

■
戸
籍
証
明
書
の
交
付
時
間
が

短
縮
さ
れ
ま
す
。

■
戸
籍
証
明
書
の
呼
び
方
が
変

わ
り
ま
す
。

・
戸
籍
謄
本
（
全
部
の
証
明
）

　
　
　
　
　
↓
全
部
事
項
証
明

・
戸
籍
抄
本
（
一
部
の
証
明
）

　
　
　
　
　
↓
個
人
事
項
証
明

（1のD　　全　部　事　項　証　明

本　籍　氏　名 宮崎県日向市本町10番　　日向一郎

戸籍事項／ 【改　製　日】平成11年3月　日
戸籍改製 【改正事由】平成6年法務省告第51号ト唄ll第2条第1項による改製

【　名　　】一郎
【生年月日】昭和46年1月1目　　　　【配偶者区分】夫

戸籍に記載されている者 【　父　　】日向太郎
【　母　　】H向町肝
【続　　　柄】長男

1詣峯昆1犠賭耀1口
【届　出　日】昭和46年1月10日

身分事項出生婚姻 【届　出　人】父

1婚一姻”臼r平歳i6｛ドDiiOiヂ’”一’曹’曹一冒一’一一”一’”

【配偶者氏名】目向　岬
【従前戸籍】宮崎県日向市本町10番目［」弓太郎

【　名　　】岬
【生年月H】昭和喜7年3月311　　　【配偶者区分】妻

戸籍に記載されている者 【　父　　】城山　登
【　母　　】城山広f
【続　　　柄】長女

【出　生　日】昭和．17年3月3H

【出　生　地】宮崎県延岡市
【届　出　日】　睨｛和】．47｛雪三3　∫引　15目

身分事項出生婚姻 【屑　｝h　人】父
9　一　・　冒　一　一　一　一　■　一　一　一　一　一　甲　9　曹　●　曹　一　一　一　一　一　一　＿　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　■　一　＿　一　一　＿　一　一

y婚　姻　【1】・F成10年1月10日

【配偶者氏名】U向榔
【従前戸籍】宮崎県延岡rli本小路2番地且　城山　登

以ド余白

國

発行番号　〔蚊1〔mα｝〔，1

　　これは、戸籍に記載されている事項の
　　　平成11年3月　II

　　　　　　　　　　　　　　　　　目

！窒部を証il月した書面である

‘1市長　　赤木欣

1
1
1
籍
証
明
書
の
様
式
が
変
わ

り
ま
す
。

・
証
明
書
は
、
「
縦
書
き
」
か

ら
「
横
書
き
」
に
変
更
さ
れ
、

数
字
も
算
用
数
字
な
り
ま
す
の

で
読
み
や
す
く
、
分
か
り
や
す

い
も
の
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

複
写
機
に
よ
る
偽
造
を
防
止
す

る
た
め
特
殊
な
用
紙
（
地
紋
紙
）

を
使
用
し
ま
す
。

■
各
支
所
で
戸
籍
証
明
書
の
交

付
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

・
証
明
書
は
、
住
民
票
や
印
鑑

証
明
と
同
様
に
細
島
、
岩
脇
、

美
々
津
の
各
支
所
で
も
交
付
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
た
だ

し
、
申
請
方
法
や
料
金
に
つ
い

て
、
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

戸
籍
情
報
の

保
護
に
つ
い
て

　
戸
籍
事
務
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
個
人
の

情
報
（
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
）
を
保

護
管
理
す
る
こ
と
が
重
要
な
課

題
と
な
り
ま
す
。
市
は
、
「
日

向
市
．
1
1
籍
事
務
の
電
子
計
算
機

処
理
に
伴
う
デ
ー
タ
の
保
護
管

理
規
程
」
を
制
定
し
、
そ
の
保

護
管
理
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

6

■

の

告

Σ

，
」

市
県
民
税
の
申
告
は
2
月
1
5
n
ロ
ー
3
月
1
5
日

平
成
1
1
年
度
の
「
市
県
民
税
」
「
所
得
税
」
の
申
告
時
期
が
近
づ
き

ま
し
た
。
市
県
民
税
は
、
2
月
1
5
日
か
ら
受
付
を
始
め
ま
す
。

申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
が
、
申
告
を
し
な
い
と
、
児
童
手

当
、
保
険
給
付
、
保
育
所
入
所
、
公
営
住
宅
の
入
居
、
奨
学
金
貸
付
、

母
子
栄
養
強
化
事
業
な
ど
の
住
民
と
し
て
の
特
典
を
受
け
よ
う
と
す

る
と
き
に
支
障
が
あ
り
ま
す
。
必
ず
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

申
告
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
人

　
平
成
H
年
－
月
－
日
現
在
、

住
民
登
録
の
有
無
に
か
か
わ
ら

平成11年度市県民税

申告相談所開設日程表

ず
、
市
内
に
住
ん
で
い
る
人
で

前
年
中
（
1
月
～
1
2
月
）
に
事
業

所
得
（
営
業
・
農
業
・
こ
の
ほ

か
の
事
業
）
や
給
与
所
得
（
賃

金
な
ど
）
、
公
的
年
金
な
ど
の

所
得
、
資
産
所
得
（
利
子
・
配

当
・
不
動
産
な
ど
の
所
得
）
な

ど
が
あ
っ
た
人
で
す
。

　
た
だ
し
、
勤
務
先
な
ど
か
ら

給
与
支
払
報
告
書
が
市
に
提
出

さ
れ
た
人
や
平
成
1
0
年
分
の
確

定
申
告
書
を
税
務
署
へ
提
出
す

る
人
は
申
告
の
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
次
に
該
当
す

る
人
は
、
申
告
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

◆
給
与
所
得
以
外
に
所
得
が
あ

っ
た
人

◆
給
与
所
得
の
人
で
も
、
医
療

費
控
除
や
雑
損
控
除
を
受
け
よ

う
と
す
る
人

移
動
申
告
相
談
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

　
市
は
、
移
動
申
告
相
談
を
別

表
の
と
お
り
行
い
ま
す
。
該
当

す
る
目
時
に
相
談
を
受
け
、
申

告
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

昨
年
の
会
場
と
一
部
変
更
に
な

っ
て
い
ま
す
の
で
、
よ
く
確
か

め
て
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

　
申
告
期
間
中
は
、
市
役
所
で

の
申
告
相
談
は
で
き
ま
せ
ん
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
所
得
税
の
確
定
申
告
は
、
2

月
1
6
日
か
ら
3
月
1
5
日
ま
で
で

す
。　

日
向
市
で
は
、
2
月
2
2
日
か

ら
2
6
日
ま
で
の
5
日
間
（
午
前

9
時
～
午
後
4
時
）
、
市
中
央

公
民
館
で
受
け
付
け
ま
す
。
税

務
署
か
ら
確
定
申
告
書
が
送
ら

れ
て
き
た
方
は
、
こ
の
日
時
に

確
定
申
告
相
談
を
受
け
て
く
だ

さ
い
。

　
た
だ
し
、
税
の
還
付
を
受
け

る
た
め
の
申
告
は
、
2
月
1
6
目

以
前
で
も
受
付
を
行
い
ま
す
。

　
な
お
、
申
告
書
は
、
郵
送
で

も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

月切 曜 時　　間 地　　　区　　　名 受付会場．

往還・往還町・沖町・秋留・
．

2／15 月 9；30、15：3（｝ 向洋台（秋留及び向洋台地区は、
財光寺南地区

3月2日の南日向公民館でも可） まちづくり事
［6 火 9：3D、15：3D 切島山1・切島山2 務所

17 水 9：30～且5：30 松原・比良・比良町

18
木 9＝30～且5：30

中村・新昌昌・千束口・塩見
農村婦人の家

ケ丘・奥野・永田・権現原

宮のL・高々谷・八幡・二手
19 金 9＝30～15：30 向・地蔵・吉野川・清正・八 細島公民館

坂・伊勢・田浦

原町・鶴町・新生町・高砂町
22 月 9：3〔）～15；30

・山手町

浜町・伊勢ケ浜・中堀町・平2
： 火 9；30、15：30

野町・堀一方・平野・深溝 ll知屋公民館

i指定［に申告

24 水 9＝3〔ト15＝30
曽根町・塩田・塩田団地・古 できない人）

田・永江町・永江

江良町・公園通り・櫛のlll団
25

木 9：30、15：30

地・長江団地

遠見・幸脇・飯谷・石並・新
26

金 9：30、15：30

町・立縫・別府・余瀬 美々津公民館

9：30～15：30 宮のド・高松・二二・駅通り
3／ 月

13＝30、15：30 田の原 田の原公民館

美砂・曙・本宮・秋留・向洋

2火 9；3〔〕、15＝30
台（秋留及び向洋台地区は、2月

15日の財光芽南地区まちづくり事

務所でも可） 南日向公民館

笹野東・笹野中・笹野西・金
9；30～15：30

3水 ケ浜

i3130～15：3【） 鵜毛・隅木 鵜琶公民館

北町・都町・ヒ町・本町・中

4木 9：30、15：3D 町・南町・中原・高見橋通り

・広見

本谷・西川内・H向台・花ケ
5金 9＝30～15；30

丘・迎洋園・春原・春原町
中央公民館

k指定目に申告

東草場・西草場・二手・大量三 できない人）

8月 9：30、15＝3〔；

谷・大王町・梶木・梶木町

向享工田1・亀山奇・【財．ド・lll．下田∫

｛ 火 9：30～15；30

・川路団地

10水 9：30～15：30

1 木 9：3D、15：30
L記期日までに申告できなか

中央公民館
12金 9：3D、15：30 つた人

15
月 9：30、15：30

◎指定日に申告できない人は、次の会場へどうぞ。

　　2月22日～2月25日／日知屋公民館

　　3月4日～3月15日目中央公民館

　申告期間中は、職員が相談会場へ出向くため、

市役所での申告相談はできません。
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欄
鯉
濃
糎
鯉
嚢
に
都
市
計
画
決
定

　
日
向
市
の
念
願
で
あ
り
ま
し
た
、
日
向
市
駅
周
辺
土
地
区
画
整
理
事
業
と
都
市
高

速
鉄
道
（
連
続
立
体
交
差
事
業
）
及
び
周
辺
の
都
市
計
画
道
路
が
1
2
月
1
4
日
、
都
市

計
画
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
は
、
具
体
的
な
事
業
に
着
手
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
中
心
市
街
地
の
再
構
築
と
都
市
交
通
体
系
整
備
を
図
る
そ
れ
ぞ

れ
の
事
業
が
都
市
計
画
決
定
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
日
向
圏
域
の
顔
と
な
る
活
力
あ

る
ま
ち
づ
く
り
が
大
き
く
一
歩
前
進
し
ま
し
た
。　

都
市
計
画
と
は
、
都
市
の
発
展
動
向

を
計
画
的
に
誘
導
す
る
こ
と
に
よ
り
、

秩
序
あ
る
市
街
地
の
形
成
を
促
進
し
、

そ
こ
に
住
む
人
々
の
健
康
で
文
化
的
な

生
活
と
機
能
的
な
活
動
を
確
保
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
ヒ
地
の
合
哩
的
な

利
用
を
図
る
計
画
で
あ
り
、
こ
れ
ら
を

効
果
的
に
実
現
す
る
た
め
の
活
動
と
≡
．
［

え
ま
す
．
、

　
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
推
し
進
め
て
い

く
流
れ
の
山
－
で
、
都
市
計
画
決
定
は
法

的
に
定
め
ら
れ
た
大
切
な
千
続
き
で
あ

り
、
こ
の
決
定
を
受
け
て
事
業
認
可
や

事
業
に
着
干
す
る
こ
と
と
と
な
り
ま
す
。

　
A
ノ
回
の
駅
周
辺
ヒ
地
区
画
整
理
事
業

や
連
続
立
体
交
差
事
業
な
ど
の
都
市
計

画
決
定
に
至
る
ま
で
の
経
緯
は
次
の
と

お
り
で
す
．

◇
都
市
計
画
（
案
）
の
説
明
会

　
　
　
　
　
　
平
成
1
0
年
1
1
月
2
日

◇
公
告
及
び
案
の
縦
覧

　
　
　
　
　
同
1
1
月
5
日
～
1
1
月
1
9
日

◇
日
向
市
都
市
計
画
審
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
1
1
月
2
4
日

◇
宮
崎
県
都
市
計
画
地
方
審
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
1
1
月
2
7
日

◇
都
市
計
画
決
定
の
告
示

　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
1
2
月
1
4
日

　
ま
た
、
こ
の
都
市
計
画
の
決
定
を
受

け
た
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
区
域
内
に
お

い
て
建
物
等
を
建
築
し
よ
う
と
す
る
方

は
、
知
肇
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
、

区
画
整
理
で
1
7
・
6
h
a

連
続
立
体
交
差
で
1
6
7
0
m

　
市
の
中
心
市
街
地
整
備
事
業
は
、
日

向
市
駅
周
辺
ヒ
地
区
画
整
理
事
業
、
目

豊
本
線
日
向
地
区
連
続
立
体
交
差
事
業

及
び
特
定
商
業
集
積
整
備
法
に
基
づ
く

商
店
街
近
代
化
事
業
、
（
仮
称
）
2
1
匿

紀
プ
ラ
ザ
建
設
事
業
に
よ
り
、
日
向
圏

域
の
顔
、
に
ふ
さ
わ
し
い
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
ま
す
。

　
都
市
計
画
決
定
を
受
け
た
都
市
高
速

鉄
道
は
、
門
川
駅
か
ら
財
光
寺
駅
ま
で

の
9
2
3
0
m
．
．
そ
の
内
、
実
質
的
な

高
架
区
間
は
、
日
向
市
駅
周
辺
の
1
6

7
0
m
で
す
．
駅
周
辺
卜
地
区
画
整
理

事
業
で
は
、
1
7
・
6
h
a
の
区
域
が
決

定
さ
れ
ま
し
た
．
．

　
ま
た
、
併
せ
て
、
都
市
計
画
道
路
と

し
て
、
高
砂
通
線
ほ
か
1
6
路
線
も
都
市

計
画
決
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
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あ
な
た
の
地
区
の

主
任
児
童
委
員
で
す

　
L
任
児
童
委
員
8
人
の
方
を
ご
紹
介

し
ま
す
．
、
主
任
児
“
蚊
委
．
員
は
、
児
童
福

祉
に
関
す
る
事
項
を
専
門
的
に
担
当
す

る
児
竜
委
員
で
あ
り
、
関
係
機
関
と
の

連
絡
調
整
や
地
域
の
下
竜
委
員
と
．
体

と
な
っ
た
活
動
、
必
要
な
援
助
、
協
力

を
行
い
ま
す
．
（
敬
称
略
）

◇
高
橋
ル
ミ
子
1
1
塩
見
1
2
6
5
7
番

地
／
盤
5
3
1
4
7
0
0
／
塩
見
小
・
財

光
与
小
・
1
1
向
中
校
区

◇
江
川
惣
［
郎
博
比
良
町
2
ゴ
目
8
7
番

地
／
倉
5
4
　
．
6
9
3
4
／
財
光
芋
竃
・

財
光
芋
南
小
・
財
光
与
中
校
区

◇
児
玉
守
彦
1
1
平
岩
1
0
7
5
3
番
地

剰
／
室
山
I
1
8
3
9
／
平
岩
小
・
鵜

E
分
校
∴
石
脇
中
校
区

◇
弓
削
淳
1
1
幸
脇
1
1
5
4
番
地
1
／

盈
5
8
1
0
8
4
1
／
置
目
小
・
美
々
津

小
・
田
の
原
分
校
・
美
々
津
中
校
区

◇
児
玉
典
子
N
北
町
5
番
8
号
／
容
5
2

．
1
7
5
5
0
／
富
高
小
・
日
向
中
校
区

◇
川
ロ
む
つ
子
1
1
富
高
6
3
3
3
番
地

12

^
容
5
3
1
6
9
5
1
／
大
K
谷
小
・

大
E
谷
中
校
区

◇
落
合
初
子
1
1
日
知
屋
2
3
5
7
番
地

1
／
容
5
2
1
5
7
2
0
／
日
読
屋
小
・

日
知
屋
東
小
・
細
島
小
・
富
島
中
校
区

◇
黒
木
武
敏
1
1
細
局
9
2
8
番
地
／
容

52

P
8
6
0
3
／
細
島
小
・
日
知
国
東

小
・
日
知
屋
小
∴
苗
島
中
校
区

※
氏
名
1
1
住
所
／
電
話
番
号
／
担
当
区

8

＼

O

12

視
c
会
報
告

地
域
振
興
券
交
付
金
に
3
億
6
0
0
0
万
円

平
成
1
0
年
第
5
回
日
向
市
議
会
（
定
例
会
）
が
、
1
2
月
3
日
か
ら
2
1
日
ま
で
の
1
9
日

間
の
日
程
で
開
か
れ
ま
し
た
。
議
会
に
は
、
条
例
6
件
、
事
件
決
議
3
件
、
補
正
予

算
1
0
件
の
計
1
9
件
を
提
出
し
ま
し
た
。
審
議
の
結
果
、
す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
9
月
議
会
か
ら
の
継
続
審
責
と
な
っ
て
い
た
決
算
認
定
1
4
件
に

つ
い
て
も
、
す
べ
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

今
月
号
で
は
、
そ
の
主
な
も
の
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

’h
・印

　
日
向
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

溜
難
解
部
を

　
こ
れ
は
、
以
前
か
ら
要
望
の
強
か
っ

た
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
午
後
5
時
以

降
め
利
用
に
つ
い
て
、
新
た
に
規
定
を

身
・
　
土

，

，ミ

追
加
す
る
な
ど
の
見
直
し
を
行
っ
た
も

の
で
す
。
使
用
料
に
つ
い
て
は
、
6
0
歳

未
満
の
方
が
午
後
5
時
以
降
に
利
用
す

る
場
合
、
1
時
間
当
た
り
娯
楽
室
で
3

0
0
円
、
集
会
室
で
5
0
0
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
併
せ
て
浴
場
の
使

用
料
に
つ
い
て
も
見
直
し
を
行
い
、
6
0

歳
以
上
で
1
回
5
0
円
と
し
た
ほ
か
、
付

添
人
も
使
用
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　
こ
の
条
例
は
、
4
月
－
日
か
ら
施
行

し
ま
す
。

議
辺
地
に
係
る

決
総
合
整
備
計
画
に
つ
い
て

　
こ
れ
は
、
辺
地
対
策
事
業
と
し
て
、

田
の
原
地
区
の
消
防
団
第
8
分
団
第
3
0

部
の
小
型
動
力
ポ
ン
プ
積
載
車
の
買
い

替
え
を
行
う
も
の
で
す
。

　
田
の
原
地
区
に
お
け
る
火
災
発
生
時

に
は
、
消
防
団
に
よ
る
初
期
消
火
活
動

が
大
変
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
現

在
の
消
防
車
両
が
老
朽
化
し
て
い
た
こ

と
か
ら
早
急
な
買
い
替
え
が
必
要
と
な

っ
た
も
の
で
す
。

算　
　
一
般
会
計
補
正
予
算

予
　
今
回
の
補
正
は
、
現
計
予
算
の
調
整

と
、
国
・
県
補
助
金
の
決
定
及
び
国
の

補
正
予
算
に
係
る
も
の
が
主
な
も
の
で

，
す
。
補
止
額
は
7
億
7
1
4
万
2
0
0

0
円
で
、
補
正
後
の
予
算
額
は
2
2
5

億
6
2
4
5
万
2
0
0
0
円
と
な
り
ま

し
た
。
補
正
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お

り
で
す
。

◇
地
域
振
興
券
交
付
事
業
1
1
地
域
振
興

券
（
3
億
6
0
0
0
万
円
相
当
）
を
交

付
し
、
地
域
経
済
の
活
性
化
と
景
気
の

回
復
を
図
る
も
の
で
す
。
財
源
に
つ
い

て
は
、
す
べ
て
国
庫
補
助
と
な
り
ま
す
。

◇
介
護
保
険
事
務
電
算
処
理
運
用
方
式

開
発
事
業
1
1
平
成
1
2
年
4
月
に
開
始
さ

れ
る
介
護
保
険
制
度
に
向
け
て
、
電
算

シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
も
の
で
す
。

◇
豊
か
な
酒
づ
く
り
推
進
事
業
補
助
金

1
1
豊
か
な
漁
場
の
回
復
・
造
成
を
図
る

た
め
、
山
に
広
葉
樹
な
ど
を
植
樹
す
る

も
の
で
す
。
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平
成
1
0
年
度
日
向
市
花
壇
コ

ン
ク
ー
ル
の
表
彰
式
が
、
1
2
月

16

綠
s
わ
れ
、
　
一
般
家
庭
部
門

で
H
人
、
学
校
部
門
及
び
団
体

部
門
で
そ
れ
ぞ
れ
3
団
体
が
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。
入
賞
者
は
、

次
の
と
お
り
で
す
（
敬
称
略
）
。

《
一
般
家
庭
部
門
》
▽
最
優
秀

賞
1
1
柏
田
眞
澄
（
花
ケ
丘
V
▽

優
秀
賞
1
1
．
．
一
翼
美
代
子
（
切
島

山
1
）
、
長
埜
シ
ズ
子
（
本
宮
）
、

煮
出
和
代
（
西
草
場
）
、
山
岡

幸
枝
（
西
草
場
）
、
那
須
し
づ

え
（
東
草
場
V
、
松
羽
チ
ズ
子
（
松
原
）
、

松
岡
道
子
（
中
堀
町
）
、
児
玉
眞
知
子

（
浜
町
）
、
仲
摩
孝
子
（
曙
V
、
黒
木
千

文
（
曙
）
▽
特
別
賞
1
1
田
村
一
美
（
大

王
谷
）
　
《
学
校
部
門
》
▽
優
秀
賞
1
1
財

光
寺
南
小
学
校
、
日
知
屋
東
小
学
校
、

財
光
寺
中
学
校
《
団
体
部
門
》
▽
優
秀

賞
1
1
日
向
郵
便
局
、
㈲
宮
崎
電
設
、
美

々
津
新
町
公
民
館

最優秀賞に輝いた柏田さん宅の花壇
9
1



人
へ
の
第
一
歩
を
祝
う

　
「
大
人
に
な
っ
た
こ
と
を
自

覚
し
、
自
ら
生
き
抜
こ
う
と
す

る
青
年
を
祝
い
励
ま
す
」
日
向

市
『
成
人
の
日
』
式
典
は
1
月

15

冝
A
市
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー

で
開
か
れ
ま
し
た
。
今
年
の
新

成
人
者
は
、
男
3
1
6
人
、
女

3
4
4
人
の
計
6
6
0
人
。

　
式
典
に
出
席
す
る
た
め
、
朝

早
く
か
ら
会
場
に
集
ま
っ
た
新

成
人
者
ら
は
、
久
し
ぶ
り
に
出

会
う
友
達
と
歓
声
を
あ
げ
て
抱

き
合
っ
た
り
、
昔
話
に
花
を
咲

か
せ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

　
式
で
は
、
赤
木
市

長
が
「
本
日
を
境
に
、

新
た
な
自
覚
と
責
任
、

そ
し
て
夢
と
希
望
を

　
　
　
　
　
　
　
　
・

持
っ
て
大
人
へ
の
第
「
歩
を
踏

み
出
し
て
く
だ
さ
い
」
と
あ
い

さ
つ
。
こ
れ
に
対
し
、
新
成
人

者
を
代
表
し
て
深
見
牧
宏
さ
ん

（
広
見
区
）
と
荒
戸
法
衣
さ
ん

（
笹
野
中
区
）
が
「
社
会
か
ら

信
頼
さ
れ
る
よ
う
、
自
ら
考
え
、

正
し
く
行
動
で
き
る
人
間
と
な

り
ま
す
」
と
誓
い
の
言
葉
を
述

べ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で

は
、
日
向
十
五
夜
太
鼓
の
皆
さ

ん
が
力
強
い
演
奏
で
、
新
成
人

の
門
出
を
祝
い
ま
し
た
。

メ

の
小
・
中
学
校
回
碁
大
会

冤．

、

「
轟
，

　
第
－
回
の
日
向
市
立
小
・
中
学
校
囲

碁
大
会
が
1
2
月
2
6
日
、
日
知
屋
公
民
館

で
行
わ
れ
、
市
内
の
囲
碁
好
き
約
1
0

0
人
が
集
ま
り
熱
戦
を
展
開
し
ま
し
た
。

　
初
め
て
の
大
会
で
ル
ー
ル
な
ど
で
少

し
戸
惑
い
も
あ
り
ま
し
た
が
、
棋
戦
が

始
ま
れ
ば
、
真
剣
な
顔
で
盤
面
と
に
ら

め
っ
こ
。
日
ご
ろ
ク
ラ
ブ
活
動
な
ど
で

鍛
え
た
腕
を
十
二
分
に
発
揮
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
当
日
は
、
世
代
間
交
流
事
業

の
一
環
と
し
て
、
日
知
屋
地
区
の
方
々

か
ら
ぜ
ん
ざ
い
が
振
る
舞
わ
れ
．
楽
し

い
一
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

泳
ぎ
で
無
病
息
災
を
祈
願

　
1
月
－
日
早
朝
、
1
年
の
無
病
息
災

を
祈
願
す
る
恒
例
の
新
春
初
泳
ぎ
大
会

が
金
ケ
浜
で
行
わ
れ
、
老
若
男
女
の
3
1

人
が
参
加
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
日

の
出
時
刻
前
に
は
水
着
に
着
替
え
て
、

早
速
海
に
飛
び
込
み
日
の
出
を
待
ち
ま

し
た
。
日
の
出
は
、
水
平
線
に
漂
う
雲

の
た
め
に
5
分
ほ
ど
遅
れ
て
出
て
き
ま

し
た
が
、
真
っ
赤
な
太
陽
が
雲
の
上
に

顔
を
出
す
と
、
全
員
い
っ
せ
い
に
万
歳

を
繰
り
返
し
ま
し
た
。
初
泳
ぎ
の
後
は
、

ぜ
ん
ざ
い
な
ど
で
体
を
温
め
な
が
ら
新

年
の
豊
富
を
語
り
合
っ
て
い
ま
し
た
。

唯
塾
．
享
」
f

漕
㌔
も
し
さ
を
感
じ
た
消
防
出
初
め
式

．
　
　
1
↓
血
一

．
．
．
　
、↑

｝． @一

・
3
煮

．
”

竿

■広報紙に掲載された写真を差し上げます。

希鍾する方は市総務課（0内線2234）まで

、

究
ゴ
ズ
、

r
．

　
新
春
を
飾
る
日
向
市
消
防
出
初
め
式

は
1
月
5
日
、
お
倉
ケ
浜
総
合
公
園
で

行
わ
れ
、
約
8
0
0
人
の
消
防
関
係
者

が
参
加
し
ま
し
た
。

　
式
で
は
、
消
防
団
を
は
じ
め
女
性
消

防
部
、
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
、
少
年
消
防

ク
ラ
ブ
、
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
の
勇
壮
か

つ
元
気
な
パ
レ
ー
ド
に
続
き
、
観
閲
、

規
律
訓
練
が
実
施
さ
れ
、
そ
の
一
糸
乱

れ
ぬ
動
作
に
会
場
か
ら
盛
ん
な
拍
手
が

送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
曽
根
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
と
先

の
全
国
消
防
操
法
大
会
に
出
場
し
た
第

－
分
団
第
1
部
（
北
町
、
上
町
、
本
町
、

南
町
、
中
町
を
管
轄
）
の
発
水
模
範
操

法
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
引
き
続
き
行
わ
れ
た
表
彰
式
で
は
、

長
年
消
防
活
動
に
尽
力
さ
れ
て
い
る
団

員
等
が
表
彰
さ
れ
た
ほ
か
、
昨
年
H
月

に
富
高
地
区
で
発
生
し
た
建
物
火
災
に

お
い
て
、
人
命
救
助
に
当
た
っ
た
第
－

分
団
第
2
部
（
本
谷
、
西
川
内
を
管
轄
）

部
長
の
鈴
木
道
秋
さ
ん
（
写
真
左
）
が

消
防
功
績
章
と
し
て
市
長
か
ら
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
鈴
木
さ
ん
が
火
災
発
生
直

後
、
建
物
内
に
取
り
残
さ
れ
た
子
供
－

人
を
危
険
を
顧
み
ず
に
救
出
し
た
こ
と

に
よ
る
も
の
で
す
。

　
式
典
終
了
後
は
、
赤
岩
川
横
の
駐
車

場
で
一
斉
放
水
が
行
わ
れ
、
色
と
り
ど

り
の
放
水
が
新
春
の
青
空
を
染
め
ま
し

た
。

’

○
範
的
な
行
動
に
感
謝
状

　
市
消
防
本
部
は
1
月
8
日
、
財
光
寺

南
小
学
校
の
黒
木
勇
気
く
ん
（
5
年
”

写
真
左
〉
、
宮
田
誠
く
ん
（
5
年
n
同

中
）
、
鶴
田
至
く
ん
（
4
年
）
に
消
火

功
労
者
と
し
て
感
謝
状
を
贈
り
ま
し
た
。

　
表
彰
を
受
け
た
3
人
は
昨
年
末
、
地

域
内
で
発
生
し
た
建
物
火
災
で
、
火
災

を
発
見
す
る
や
い
な
や
近
所
の
人
に
連

絡
、
通
報
す
る
と
と
も
に
、
初
期
消
火

に
当
た
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
機
敏
な
行
動
と
好
判
断

は
、
他
の
模
範
に
な
る
と
の
こ
と
か
ら
、

今
回
の
表
彰
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

◎
男
を
高
め
て
百
人
■
首

　
日
向
市
若
菜
会
の
主
催
す
る
新
春
小

倉
百
人
一
首
大
会
が
1
月
9
日
、
中
央

公
民
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。
今
年
は
、

市
内
を
は
じ
め
延
岡
、
門
川
か
ら
2
0
人

置
参
加
。
上
級
者
の
部
と
初
心
者
の
部

（
2
ク
ラ
ス
）
に
分
か
れ
て
、
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
で
優
勝
を
争
い
ま
し
た
。

　
上
級
者
の
部
で
は
、
上
の
句
が
読
み

上
げ
ら
れ
る
と
「
バ
ッ
」
と
札
を
払
う

音
が
響
い
て
い
ま
し
た
が
、
初
心
者
で

は
、
下
の
句
が
読
み
上
げ
ら
れ
る
の
を

待
つ
展
開
。
ど
ち
ら
に
し
て
も
集
中
力

が
勝
敗
を
決
し
て
い
た
よ
う
で
し
た
。
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漁※※※※※濠※※糸※厳※栄頭派※※※※※※※※羅※※※※※※※豪遠・
蕨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※

重
美
叢
華
墨
震
垂
垂す。

震
霊に開館し、

震経過しました。この間、図書館は、皆舞
が　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぶ

豪様のご理解をいただくためにさまざま浄
ぎ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ニダ

咲な事業を行ってきました。　　　　　豪
みロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　む

叢　まず、児童サービスを大切に考え、姦
：孟資料の充実とともに定例おはなし会や享

叢出張おはなし会を行い、多くの子供た華
華ちに図書館に親しんでもらいました。雲
華　また、小中学校を巡回貸出や団体貸‡
メ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ギ

豪勇で訪問し、遠隔地の子供たちにも図※
ゑ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ま

豪書館を利用してもらうようにしました。楽
ぎ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　が

：；i　障害者サービスとしては、字幕付ビ‡

：毒デオの貸出や自宅への本の配達などを導：

孝行っています。　　　　　　　　　‡
雲　イベントについては、原画展や雑誌華
華展、文学賞受賞作品展などの作品展を糞
な　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　オこ

豪6回開催し、多くの方に鑑賞していた帝
だ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ニき

震だきました。　　　　　　　　　　霊

：i感雛擁芦髪難朧巨灘
‡品集を発行します。　　　　　　　　糞
：毒　また、開館直後に図書館ボランティ糞
　ミき　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ま

※ア「友の会」をスタートさせ、会員に濠
　さ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　な

豪は図書館のさまざまな活動にご協力い※
　ま　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　む

憲ただいています。そのためボランティ蒙
：妻ア養成講座を開催したり、他市町村の憲

：ζ図書館を視察したりして、職員や会員零
：；；の資質向上を図っているところです。重：

：嚢　このほかにも、さまざまな取り組み‡
：葦を行い、この2年間は図書館充実のた雲
　ヨ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ま

i鍔鴇衡騰二二蕪1
季で、親しまれる図書館づくりを心掛け憲
：1ていきたいと思います。今年も図書館1：
：三：をよろしくお願いいたします。　　　：i；

：碧　　　　　　　　　　　　　　　　：i：
・許　　　　《休館日のお知らせ》
ll・月／1・・…IL　I臥22日ii

　　　　　　こんにちは　1

む”図書鰹す1
　　　　　　　　　　　　　　　　護

新年明けましておめでとうございま葉：

、て、図書館。、平成、年1月1。日1

　　　　この1月でちょうど2年差綜

　
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
皆
さ
ん
は
、
お
正

月
を
ど
の
よ
う
に
過
ご
さ
れ
ま

し
た
か
。
神
社
へ
初
詣
で
に
行

っ
た
り
、
家
族
や
友
達
と
一
緒

に
ご
ち
そ
う
を
食
べ
た
り
、
い

ろ
い
ろ
な
話
を
し
た
り
し
た
の

で
し
ょ
う
か
。

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
、
1
2

月
は
喜
び
に
あ
ふ
れ
、
興
奮
と

祝
賀
の
渦
に
つ
つ
ま
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
1
2
月
は
学
年
の
終
わ

り
で
、
子
供
た
ち
は
長
い
夏
休

み
（
1
2
月
2
0
日
ご
ろ
か
ら
2
月

ま
で
）
に
入
り
ま
す
。
子
供
た

ち
は
そ
の
間
、
家
族
と
旅
行
し

た
り
、
友
達
と
遊
ん
だ
り
、
海

で
泳
い
だ
り
し
ま
す
。
そ
し
て
、

日
本
の
忘
年
会
の
よ
う
に
、
職

場
等
で
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ

が
た
く
さ
ん
行
わ
れ
ま
す
。

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
こ
の
時

期
の
伝
統
行
事
に
、
「
キ
ャ
ロ

ル
ズ
・
バ
イ
・
キ
ャ
ン
ド
ル
ラ

イ
ト
」
と
い
う
野
外
コ
ン
サ
ー

ト
が
あ
り
ま
す
．
こ
の
コ
ン
サ

ー
ト
で
は
、
何
万
人
も
の
人
が

集
ま
り
、
ロ
ウ
ソ
ク
を
持
ち
な

が
ら
、
ク
リ
ス
マ
ス
を
祝
う
歌

（
キ
ャ
ロ
ル
）
を
皆
で
一
緒
に

　
　
　
　
　
一
認
難
鋲
”
巴
難
撹
舜
、
藪
ド
躯
・
ド
鐸
罪
凱
．
．
口

口
　　

@　

@
¶
一
m
¶
一
ヲ
為
．
「
一
ヲ
ヨ
m

　
　
　
　
　
　
　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ク
リ
ス
マ
ス

サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
は
サ
ー
フ
ィ
ン
で
や
っ
て
き
て

人
々
は
海
で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
し
て
過
ご
し
ま
す

楽
し
く
歌
い
ま
す
。

　
子
供
の
こ
ろ
私
は
、
2
5
日
を

と
て
も
楽
し
み
に
し
て
い
て
、

24

冾
ﾌ
夜
は
よ
く
眠
れ
な
か
っ

た
も
の
で
す
．

　
私
は
当
日
、
サ
ン
タ
ク
ロ
ー

ス
に
手
紙
を
書
い
て
ビ
ー
ル
と

ケ
ー
キ
を
準
備
し
て
眠
り
ま
し

た
。
朝
早
く
起
き
て
み
る
と
、

ベ
ッ
ド
の
隣
に
置
い
て
お
い
た

靴
下
は
プ
レ
ゼ
ン
ト
で
膨
ら
ん

で
い
て
、
ビ
ー
ル
と
ケ
ー
キ
も

な
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ

か
ら
私
は
、
兄
弟
と
一
緒
に
プ

レ
ゼ
ン
ト
を
ベ
ッ
ド
の
上
で
皆

で
開
け
る
の
で
す
。

　
ま
た
、
私
た
ち
は
、
キ
リ
ス

ト
の
誕
生
を
祝
う
た
め
に
教
会

へ
行
き
ま
す
。
そ
の
後
、
家
族

や
親
戚
と
一
緒
に
、
食
事
の
準

備
を
す
る
の
で
す
。

　
本
来
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

ク
リ
ス
マ
ス
は
、
そ
の
ま
ま
イ

ギ
リ
ス
か
ら
取
り
入
れ
ら
れ
た

も
の
で
す
が
、
季
節
が
反
対
な

の
で
、
変
．
わ
っ
て
い
る
点
も
あ

り
ま
す
。
例
え
ば
、
サ
ン
タ
ク

ロ
ー
ス
は
サ
ー
フ
ィ
ン
で
や
っ

て
き
た
り
、
人
々
は
海
岸
で
ピ

ク
ニ
ッ
ク
や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を

し
た
り
し
て
ク
リ
ス
マ
ス
を
過

ご
し
ま
す
。

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ク
リ
ス

マ
ス
は
家
族
そ
ろ
っ
て
、
一
年

間
の
多
く
の
恵
み
に
対
し
感
謝

す
る
特
別
な
日
な
の
で
す
。

　
「
ド
リ
ー
ム
・
タ
イ
ム
」
と

は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
先
住

民
ア
ボ
リ
ジ
ニ
の
考
え
方
や
文

化
を
指
す
言
葉
で
す
。

陰

欝
＠
し
轡
軸
藤
錺

耀
麗
難
麗
蕗
⑬

　
（
ル
ー
ト
沿
い
に
あ
る
小
浜
は
、
ア

カ
ウ
ミ
ガ
メ
の
産
卵
地
の
一
つ
で
す
）

昨
年
の
5
月
2
2
日
、
私
が
あ
る
先
生
と

こ
こ
を
歩
い
た
と
き
も
、
運
よ
く
そ
れ

を
見
か
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
し
カ
し
　
「
昨
年
の
1
9
号
台
風
で
砂

浜
に
打
ち
上
げ
ら
れ
た
太
く
て
長
い
流

木
が
そ
の
ま
ま
横
た
わ
っ
て
い
た
た
め

カ
　
カ
メ
は
産
卵
を
あ
き
ら
め
て
空
し

く
海
に
帰
っ
た
様
子
で
し
た
。

嶺

　
台
風
等
に
よ
る
異
常
な
出
水
は
、
自

　
　
然
の
摂
理
と
は
言
い
な
が
ら
、

　
　
日
向
市
の
海
岸
．
帯
に
打
ち
上

　
　
げ
ら
れ
る
膨
大
な
量
の
流
倒
木

　
　
（
草
）
な
ど
の
大
半
は
「
耳
川
」

か
ら
流
れ
出
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

今
更
な
が
ら
雨
を
保
水
す
る
森
の
力
、

災
害
を
も
た
ら
さ
な
い
川
の
あ
り
方
、

そ
し
て
海
、
こ
れ
ら
相
互
の
環
境
保
全

の
重
要
性
を
考
え
さ
せ
ら
れ
た
場
景
で

し
た
。

　
こ
こ
「
小
浜
」
で
は
、
そ
の
ほ
か
に

も
も
う
一
つ
心
配
な
こ
と
が
起
こ
っ
て

い
ま
す
。

　
そ
れ
は
数
年
来
、
確
実
に
浜
の
砂
の

た
い
積
量
が
減
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。

昔
は
、
満
潮
の
と
き
で
も
、
ず
っ
と
砂

浜
伝
い
に
歩
け
た
の
で
す
が
、
近
年
で

は
一
部
分
、
波
が
寄
せ
た
と
き
に
は
靴

が
濡
れ
る
の
で
、
す
ぐ
そ
ば
の
岩
場
を

少
し
登
っ
て
木
立
の
中
を
通
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
も
自
然
の
摂
理
な
の
だ
ろ
う
か

と
、
考
え
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
の
．
つ
で

す
。　

こ
の
よ
う
な
現
象
に
対
し
て
私
た
ち

は
、
地
球
人
の
一
人
と
し
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
で
、
で
き
る
だ
け
関
心
を
も

つ
必
要
が
あ
る
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
ふ
る
さ
と
の
自

然
を
守
る
会
の
小
倉
久
信
さ
ん
（
原
町
）

に
寄
稿
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

興
相

河
野

詠
子
さ
ん

　
　
　
（
2
0
歳
叫
迎
洋
園
）

い
き
い
き

　成人式を迎えて、ようやく大人の仲間下り

をするのかなという感じです。

　美容関係の職業に進み、メイクの仕事をし

てみたいと思っています。ドライブも好きで

すが、年末に友達とサーフィンに挑戦しまし

た。なかなか波に乗れませんでしたので、今

年は頑張ってうまくなりたいと思います。

青
春
ト
ー
ク

賢
さ
ん

　
（
2
0
歳
”
川
路
団
地
）

　成人になったという実感は、今から徐々に

わいてくるのではないでしょうか。

　趣味は散歩をすることですが、旅行にも行

ってみたいと思います。今、西都にある医療

福祉専門学校に通っています。今年卒業なの

で、できれば日向市で福祉関係の仕事に就き

たいと思います。
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，

第15國日両市民文化講演会

還
暦
式
の
こ
案
内

還
暦
を
迎
え
た
方
を

お
祝
い
し
ま
す

　
市
は
、
次
の
要
領
で
「
還
暦

式
」
を
行
い
ま
す
。

◇
日
時
1
1
3
月
7
口
（
日
）
午

前
9
時
3
0
分
受
付
・
1
0
時
開
会

◇
会
場
1
1
市
中
央
公
民
館

◇
内
容
1
ー
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、

式
典
、
講
演
（
講
師
／
落
語

家
・
桂
歌
春
）

◇
対
象
1
1
昭
和
1
3
年
4
月
2
日

～
昭
和
1
4
年
4
月
－
日
生
の
方

◇
申
込
方
法
1
1
1
2
月
2
8
日
現
在

で
住
民
票
の
あ
る
方
に
は
、
は

が
き
で
ご
案
内
し
ま
す
。
登
録

さ
れ
て
い
な
い
方
で
参
加
を
希

電
ゐ‘

亀
葛

望
さ
れ
る
方
は
、
2
月
1
0
日
ま

で
に
「
郵
便
は
が
き
」
に
住
所
、

氏
名
、
生
年
月
日
を
記
入
の
う

え
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

◇
申
込
・
問
い
合
わ
せ
1
1
市
社

会
教
育
課
（
盈
内
線
2
4
2
3
）

浩
近
鉄
キ
ャ
ン
プ
補
助
員
の
募
集

　
お
手
伝
い
く
だ
さ
い

瓢滞
プ
ロ
野
球
キ
ャ
ン
プ

　
近
鉄
バ
フ
ァ
ロ
ー
ズ
で
は
、

99

t
季
キ
ャ
ン
プ
（
1
月
3
1
日

～
3
月
4
日
）
に
伴
い
補
助
員

約
1
5
人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◇
期
間
1
1
採
用
日
か
ら
3
月
初

旬
ま
で

◇
勤
務
場
所
1
1
お
倉
ケ
浜
総
合

桐島洋子さん（作家）

「人生は火のように

　　　　　　水のように」

2月26日（金）午後6時開場

　　　　　・午後7時開演

市中央公民館

無　料

師
題
　
　
時
　
　
場
場

講
演
　
　
日
　
　
会
入

公
園
及
び
大
王
谷
運
動
公
園

◇
勤
務
内
容
1
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
整

備
、
用
具
運
搬
、
球
拾
い
な
ど

◇
勤
務
条
件
1
1
口
給
／
6
0
0

0
円
（
勤
務
時
間
は
原
則
午
前

9
時
～
午
後
5
時
）

◇
応
募
資
格
1
1
原
則
1
8
歳
か
ら

40

ﾎ
ま
で
の
健
康
な
方
（
グ
ロ

ー
ブ
と
弁
当
を
持
参
の
こ
と
）

◇
応
募
方
法
1
1
所
定
の
用
紙
で

2
月
8
口
ま
で
に
、
市
商
工
観

光
課
内
近
鉄
バ
フ
ァ
ロ
ー
ズ
日

向
協
力
会
事
務
局
へ
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
（
採
川
に
当
た
っ

て
は
、
応
募
者
の
中
か
ら
野
球

や
補
助
員
の
経
験
が
あ
り
、
捕

手
の
で
き
る
方
を
優
先
し
て
決

定
し
ま
す
〉

◇
問
い
合
わ
せ
H
市
商
工
観
光

課
内
近
鉄
バ
フ
ァ
ロ
ー
ズ
ロ
向

協
力
会
事
務
局
（
君
内
線
2
6

3
5
）

ビ
ニ
ー
ル
・
ボ
リ
フ
イ
ル
ム
の
適
正
処
理

農
業
用
ビ
一
一
ー
ル
は

き
ち
ん
と
処
理
を

　
農
家
の
皆
さ
ん
が
野
菜
の
栽

培
等
で
使
用
し
た
後
の
農
業
用

ビ
ニ
ー
ル
・
ポ
リ
フ
ィ
ル
ム

は
、
「
産
業
廃
棄
物
で
す
」
。

生崎を処ル　に竹林特てこ焼業にi
処県目理・使なで等定’と却廃つルこ
理の的すポ用つ罰へ住田が・棄い・の
を場にるり済て曲尺設畑法埋物てポ使
行合しこフみいが棄以な律め処はリ用
つ’ ﾄとイのま課し外どで立理’フ似
て可いはル農すせたでで定て業認イみ
い能る’ム業。ら場ののめ・者可ル農
まなほ環を川　れ合焼野ら再にさム業
す限か境適ビ　るに却焼れ生おれの用
のり　’保正二　こは’きてすいた処ビ
で再宮全にi　と法山やいるて産記田

冬の星を見る会

と　き　2月16日（火）午後7時～

ところ　お倉ケ浜海水浴場駐車場

必要なもの　筆記用具、懐中電灯、防寒

　　　具（持っている人は、星図・天

　　　体望遠鏡）

問い合わせ　市中央公民館（蓋53－6867）

2
月
の
相
談

◇
交
通
事
故
巡
回
相
談

　
と
き
■
2
月
1
9
日
（
金
）

　
　
　
　
　
0
”
0
～
4
H

　
　
　
　
　
1
　
　
　
3
　
　
　
1

　
と
こ
ろ
■
中
央
公
民
館

◇
人
権
・
行
政
相
談

　
と
　
き
■
2
月
9
日
（
火
）

　
　
　
　
　
0
“
0
～
5
”

　
　
　
　
　
1
　
　
0
　
　
1

　
と
こ
ろ
■
中
央
公
民
館

◇
法
律
相
談
（
要
予
約
）

　
と
き
■
2
月
1
8
日
（
木
）

3000

　
と
こ
ろ
■
社
会
福
祉
協
議
会

　
申
込
先
■
盈
5
2
1
2
5
7
2

◇
年
金
巡
回
相
談

　
と
　
き
■
2
月
9
日
（
火
）

　
　
　
　
　
0
”
均
～
5
一
珀
．

　
と
こ
ろ
■
占
少
年
ホ
ー
ム

◇
子
育
て
相
談

　
と
き
■
2
月
1
3
日
・
2
7
日

　
　
　
　
　
）
　
　
　
0
　
　
　
・
）
　
　
　
0

　
　
　
　
　
一
　
…
　
　
～
〔
　
”

　
　
　
　
　
1
　
　
　
0
　
　
　
1
　
　
　
り
」

　
と
こ
ろ
■
ア
ス
テ
ィ
目
向

◇
労
災
職
業
病

　
掘
り
起
こ
し
健
康
相
談
会

　
振
動
病
や
じ
ん
肺
の
疑
い
の

あ
る
方
を
対
象
に
健
康
相
談
会

を
実
施
し
ま
す
。

　
と
　
き
■
2
月
1
2
目
（
金
）

　
と
こ
ろ
■
日
知
屋
公
民
館

　
申
し
込
み
■
建
設
一
般
労
働

組
合
宮
崎
農
林
支
部
日
向
事
務

所
（
麿
5
3
i
8
2
0
1
）

資
源
の
有
効
活
用
に
も
つ
な
が

っ
て
い
ま
す
。

　
農
家
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
市
農
林
水
産
課

農
業
振
興
係
（
8
内
線
2
3
1

2
）
へ
。

緊
急
生
産
調
整
推
進
対
策

米
の
生
産
調
整
に

ご
協
力
を

　
米
は
、
農
家
に
と
っ
て
は
主

要
作
物
で
あ
り
、
ま
た
、
日
本

の
食
生
活
で
は
主
食
で
あ
り
、

日
本
の
農
業
に
お
い
て
は
欠
か

せ
な
い
存
在
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
は
、
平
年
に
比
べ
不
作

で
し
た
が
、
こ
こ
数
年
ま
で
の

豊
作
で
国
全
体
で
は
米
が
余
っ

て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
現
在
、
米
を
取
り
巻
く
環
境

平
成
い
．
年
度
の
入
札
参
加

市
の
工
事
等
の
入
札
に

参
加
を
希
望
す
る
方
へ

　
市
が
発
注
す
る
建
設
工
事
、

業
務
委
託
、
物
品
購
入
な
ど
の

指
名
競
争
入
札
ま
た
は
見
積
も

り
に
参
加
を
希
望
す
る
方
は
、

「
参
加
資
格
審
査
申
請
書
」
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
要
領
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

　
な
お
、
建
設
工
事
及
び
業
務

委
託
に
つ
い
て
は
、
追
加
受
付

の
た
め
、
昨
年
申
請
書
を
提
出

し
た
方
は
、
今
回
の
手
続
き
は

不
要
で
す
。

《
対
象
及
び
有
効
期
間
》

◇
建
設
工
事
団
土
木
・
建
築
・

電
気
・
水
道
（
管
）
・
舗
装
・
塗

装
・
造
園
・
板
金
な
ど
／
平
成

U
年
9
月
－
日
～
平
成
1
2
年
8

月
3
1
日

◇
業
務
委
託
1
1
測
量
・
設
計
・

補
償
・
調
査
・
警
備
・
清
掃
・

運
搬
・
各
種
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
な

ど
／
平
成
H
年
9
月
－
日
～
平

成
1
2
年
8
月
3
1
日

◇
物
品
購
入
等
1
1
印
刷
・
事
務

用
品
・
電
化
製
品
・
記
念
品
・

被
服
・
自
動
車
な
ど
／
平
成
H

年
4
月
－
日
～
平
成
1
3
年
3
月

31

《
串
請
書
の
様
式
と
添
付
書
類
》

◇
建
設
工
事
1
1
建
設
省
の
統
一

様
式
の
申
請
書
（
日
向
地
区
建

設
業
協
会
巷
5
2
1
4
1
3
8
に

あ
り
ま
す
）
と
①
工
事
経
歴
書

②
営
業
所
一
覧
表
③
技
術
者
経

歴
書
④
経
営
事
項
審
査
結
果
通

知
書
⑤
建
設
業
許
可
証
明
書
⑥

日
向
市
税
の
完
納
証
明
書
（
法

人
の
場
合
は
、
法
人
と
代
表
者

個
人
の
両
方
）
⑦
建
設
業
退
職

金
共
済
制
度
加
入
証
書
ま
た
は

中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度
加

入
証
書
⑧
新
規
申
請
で
法
人
組

織
の
場
合
は
登
記
簿
謄
本
⑨
使

用
印
鑑
届
⑩
年
間
委
任
状

※
①
～
⑧
は
写
し
で
可

◇
業
務
委
託
1
1
建
設
省
の
統
一

様
式
の
申
請
書
（
建
設
省
宮
崎

工
事
事
務
所
倉
0
9
8
5
1
2
4

1
8
2
2
1
に
あ
り
ま
す
）
と

①
測
量
等
実
績
調
書
②
経
営
規

模
等
総
括
表
③
技
術
者
経
歴
書

④
営
業
所
一
覧
表
⑤
各
業
種
の

許
可
証
⑥
日
向
市
税
の
完
納
証

明
書
（
法
人
の
場
合
は
、
法
人

と
代
表
者
個
人
の
両
方
）
⑦
新

規
申
請
で
法
人
組
織
の
場
合
は

登
記
簿
謄
本
⑧
使
用
印
鑑
届
⑨

年
間
委
任
状

※
①
～
⑦
は
写
し
で
可

◇
物
品
購
入
等
1
1
目
向
市
が
指

定
す
る
様
式
の
申
請
書
（
市
契

約
管
理
課
に
あ
り
ま
す
）
と
①

日
向
市
税
完
納
証
明
書
（
法
人

の
場
合
は
、
法
人
と
代
表
者
個

人
の
両
方
）
②
新
規
申
請
で
法

人
組
織
の
場
合
は
登
記
簿
謄
本

③
年
間
委
任
状

※
①
と
②
は
写
し
で
可

　
受
付
は
、
2
月
－
日
か
ら
2

月
2
6
日
ま
で
（
土
・
日
曜
日
及

び
祝
祭
日
を
除
く
）
の
、
午
前

9
時
か
ら
U
時
ま
で
と
午
後
－

時
3
0
分
か
ら
4
時
ま
で
で
す
。

郵
送
の
場
合
は
、
2
6
日
の
午
後

4
時
過
消
印
ま
で
有
効
で
す
。

　
詳
し
く
は
、
市
契
約
管
理
課

（
盒
5
4
1
5
7
6
1
）
へ
。

喬騰Q＆A
Q．厚生年金・国民年金受給者

に、毎年誕生月に届く現況届ハ

ガキの記入の方法は？

A．平成9年までは、市長の証

明が必要でしたが、平成10年か

らは65歳になるとき以外は証明

を受ける必要がなくなりました。

また、平成ll年から本人が署名

する場合は押印が不要となり、

住所・氏名を記入して郵送すれ

ばよいことになりました。ただ

し、代理人が記入するときは印

鑑が必要です。期限内に郵送し

ないと年金の支給が一時的に止

まりますのでご注意ください。

　《完納証明が必要なときは》

　日向市の指名願受付が、2月

1日から始まります。その添付

書類として、完納証明が必要と

なりますが、2月1日納期限の

市県民税・国保税、2月10日納

期限の特別徴収などはすぐに納

付の確認ができないため、問い

合わせに時間を要します。

　確認事務をスムーズに行うた

めに次の書類をご持参ください。

①窓口納付の方は市税領収書

②口座振替の方は預金通帳

　詳しくは市税務課管理係（a

内線2125）へ。

2月の献血

5日（金｝／南日本ハム（12＝45～16＝00）

9日（火1／日向高等学校（9：50～15：30〕

14日（日）／お倉ケ浜総合公園（日向ライオ

　　　　ンズクラブ協力9：30M6：00

　　　　◇献血者に対し近鉄選手のサイ

　　　　ン色紙を進呈するほか、イモ煮

　　　　の炊き出しもあります）

12月中の交通事故

日向市分 0座前月比

人身事故　死　亡　負傷者　物損事故

20件　　1人　　19人　125件

（±0）　（±0）　←8）　（＋3）

～死亡事故多発！守ろう交逓安全～

75
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第7回市二二碍二二団団目募集

　市の友好都市であり、　「凧の都」とし

て有名な灘坊市の世界凧あげ大会が、今

年も開かれます。あなたも参加して、灘

坊市民と交流を深めませんか。

◇旅行日程；4月17日（土）～23日（金〉

（凧あげ大会参観のほか、北京、青島、

上海の観光地も訪問予定）

◇募集人員；市民15人（学生を除く18

歳以上の方）

◇旅行経費＝約17万2000円（ただし、

中国の事情で変更あり）

◇募集期間二2月8日（月）～19日（金）

　　込・問い合．わせ〒日向市・雛坊市戴促鹸会事蜘市総務。内倉

髄2222）　’　　・

は
、
制
度
．
が
変
わ
り
、
自
由
化

の
方
向
へ
と
動
い
て
い
ま
す
。

今
は
、
備
蓄
制
度
や
生
産
調
整

が
整
っ
て
い
ま
す
の
で
価
格
は

安
定
し
、
農
業
者
は
安
心
し
て

米
を
作
る
こ
と
が
で
き
、
消
費

者
は
い
つ
で
も
同
じ
よ
う
な
価

格
で
米
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
米
の
安
定
供
給

を
図
る
た
め
に
は
、
米
の
生
産

調
整
を
円
滑
に
実
施
す
る
こ
と

が
必
要
不
可
欠
で
す
。

　
農
業
者
の
皆
様
に
は
、
米
の

生
産
調
整
に
つ
い
て
の
ご
理
解

と
、
消
費
者
の
皆
様
に
は
日
向

産
米
の
消
費
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

継
財
形
書
監
の
。
案
内

昨年の鳳あげ大会の模様

嚇　
進
学
・
在
学
甲
に
必
要
な

購　資
金
を
融
資
し
ま
す

」
’　

雇
用
促
進
事
業
団
で
は
、
財

形
貯
蓄
を
し
て
い
る
勤
労
者
本

人
ま
た
は
親
族
が
進
学
や
在
学

中
に
必
要
に
な
る
教
育
資
金
の

融
資
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
制
度
は
、
公
的
融
資
制

度
と
し
て
利
率
が
低
く
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

◇
融
資
の
対
象
1
1
高
等
学
校
や

短
大
、
大
学
、
専
修
学
校
、
各

種
学
校
な
ど
に
進
学
、
在
学
す

る
た
め
に
必
要
な
入
学
金
、
授

業
料
、
教
科
書
代
、
下
宿
代
等

の
生
活
費
用
な
ど

◇
融
資
額
1
1
財
形
貯
蓄
残
高
の

5
倍
以
内
で
、
1
0
万
円
以
上
4

5
0
万
円
以
下

◇
融
資
条
件
1
1
融
資
利
率
／
年

3
・
0
6
％
（
平
成
1
0
年
1
0
月
－

日
現
在
）
、
返
済
期
間
／
8
年

以
内

◇
申
込
先
1
1
財
形
教
育
融
資
業

務
取
扱
店
の
掲
示
の
あ
る
銀
行

等
金
融
機
関

◇
問
い
合
わ
せ
1
1
雇
用
促
進
事

業
団
・
宮
崎
雇
用
促
進
セ
ン
タ

ー
（
費
0
9
8
5
1
2
2
1
0
7

7
1
）

　牲漁．

2
月
は
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
月
影

　
ご
協
力
く
だ
さ
い

越
卿
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
動

　
今
、
私
た
ち
の
生
活
に
欠
か

す
こ
と
の
で
き
な
い
電
気
や
ガ

ソ
リ
ン
な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
。

こ
れ
ら
は
、
限
り
あ
る
資
源
で

あ
り
、
永
久
的
に
供
給
さ
れ
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
最
近
、
世
界
的
問
題

と
な
っ
て
い
る
地
球
の
温
暖
化

数字で兄る日向市⑩

学校調査〈学校基本調査の結果〉

　昨年5月1日現在で実施されました「学校

の現状」についての調査結果が、12月1日に

公表されました。下の表は、昭和57年から平

’学校数・学級数及び児童・生徒数の推移〈学校基本調査〉

成5年までの学校数、学級数及び児童・生徒

数を年次的に表したものです。これを見ると

児童・生徒数が、小学校は昭和59年を、中学

校は昭和63年を、高等学校は平成3年目ピー

クに、以降年々減少しているのがわかります。

　　　　　　　　　　　熟年5月1日現在

年 昭和57
58 59

60　　61
62 63

平成元
2 3 4 5 10

学校数
13 13 13

13　　13
13 13 13 13 13 13 13 13

小
学 学級数

183 190 190
190　　189

171 177 174 172 171 169 163 146

校
児童数

6504 6597 6630
6524　6322

6029 5756 5569 5361 5254 5060 500 4155

学校数
5 5 6

6　　　6
6 6 6 6 6 6 6 6

中
学
校

一学級数 82 80 82
81　　83

86 89 91 91 91 88 81 73

生徒数
3048 3055 3068

3132　3288
3401 3436 3316 3200 3061 2792 2781 2442

学校数
3 3 3

3　　　3
3 3 3 3 3 3 3 3

專
穫 生徒数

3117 3113 3091
3160　3173

3251 3304 3399 3510 3524 3395 3235 2812

　　　市は「身元調査お断り運動」を

◎　　　推進しています。

に
つ
い
て
も
、
そ
の
抑
止
効
果

と
し
て
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
動
は

重
要
で
す
。

　
2
月
は
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
月

間
。
こ
の
機
会
に
、
家
庭
や
事

業
所
な
ど
で
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

つ
い
て
考
え
、
次
の
取
り
組
み

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
暖
房
中
の
室
温
は
2
0
度
以
下

に
設
定
を

◎
不
必
要
な
エ
ア
コ
ン
の
使
用

を
控
え
ま
し
ょ
う

◎
電
気
こ
た
つ
は
効
率
的
に
使

用
し
ま
し
ょ
う

◎
暖
房
機
器
の
つ
け
っ
放
し
を

控
え
ま
し
ょ
う

◎
入
浴
時
に
シ
ャ
ワ
ー
を
流
し

つ
放
し
に
し
て
い
ま
せ
ん
か

◎
お
ぷ
ろ
を
効
率
的
に
使
い
ま

し
よ
う
・

◎
不
必
要
な
テ
レ
ビ
の
つ
け
つ

放
し
を
控
え
ま
し
ょ
う

　　　平成10年度

中央公民館まつり
　2月5日（金）～7日（日）

　中央公民館を利用している自主

学習グループの1年間の学習の成
果を発表する「中央公民館まつり」

が行われます。各グループの作品

展示や発表会、体験コーナー、バ

ザーなどさまざまな催しなどがあ

ります。ぜひ、お立ち寄りください。

◆6日／ホールでの発表会（午前ll

　時30分～午後1時）、碁楽会（和

　室：午後1時30分～4時）

◆7日／バザー（午前10時～）、体験

　講座（午前9時～実費500円）、お

　手前コーナー（午前10時～午後3

　時）

◎
電
気
製
ロ
。
ロ
の
主
電
源
が
入
り

っ
放
し
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か

◎
給
湯
温
度
を
低
く
設
定
し
ま

し
よ
う

◎
洗
濯
機
の
効
率
的
な
使
用
を

◎
掃
除
機
の
効
率
的
な
使
用
を

◎
照
明
は
こ
ま
め
に
消
灯
を

◎
白
熱
電
球
か
ら
蛍
光
灯
へ
の

付
け
替
え
を

◎
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
、
照
明
の
一

時
停
止
を

◎
徒
歩
、
自
転
車
の
利
用
を

◎
自
動
車
の
適
正
な
使
用
を

◎
自
動
車
の
利
用
の
自
粛
を

住
宅
金
融
公
庫
か
ら
の
お
知
ら
せ

◎
据
置
期
間
中
の
5
％
ま
で
の

金
利
の
引
き
下
げ

　
こ
れ
ら
の
制
度
は
、
平
成
1
2

年
3
月
末
日
ま
で
受
け
付
け
ま

す
。
詳
し
く
は
、
返
済
中
の
金

融
機
関
ま
た
は
住
宅
金
融
公
庫

南
九
州
支
店
（
雪
0
9
6
1
3

8
7
1
3
7
0
9
）
へ
。

住
宅
ロ
ー
ン
で

お
困
り
の
方
へ

O

県
立
中
部
高
等
技
術
専
門
校
の
2
次
募
集

愛
の
こ
育
霰
称
略
・

　
　
　
社
会
福
祉
協
議
会
扱
分

　
　
　
　
　
　
1
2
月
3
1
日
現
在

時
代
は
技
能
者
を

求
め
て
い
ま
す

ドわ搬①？イ

　信二・文子さん家の

　おてんばちゃん（亀崎東）

まるみ　か

円美佳ちゃん（6歳）

正月に着物を着た円美佳ちゃ

昨年は、ピアノの発表会でじ

ずに弾けました。今年は、ピ

カの1年生になります．

　
勤
務
先
の
倒
産
、
営
業
不
振

等
に
よ
り
住
宅
ロ
ー
ン
の
返
済

で
お
困
り
の
方
は
、
収
入
が
回

復
す
る
ま
で
の
間
、
次
の
方
法

に
よ
り
返
済
負
担
を
軽
減
し
ま

す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◎
返
済
期
間
を
最
大
1
0
年
間
延

長◎
必
要
に
応
じ
て
最
大
3
年
間

の
元
金
据
置
期
間
の
設
定

◎
基
準
金
利
の
適
用
期
間
の
3

年
延
長

　
県
立
中
部
高
等
技
術
専
門
校

（
高
鍋
町
）
で
は
、
平
成
H
年

度
人
校
生
の
2
次
募
集
を
行
い

ま
す
。
あ
な
た
も
挑
戦
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

◇
募
集
定
員
け
電
子
機
器
科
／

10

l
、
電
気
設
備
科
／
1
0
人
、

建
築
技
術
科
／
6
人

◇
応
募
資
格
巨
高
校
卒
業
程
度

の
学
力
を
有
す
る
者
（
今
年
3

月
卒
業
見
込
み
の
者
を
含
む
）

◇
訓
練
期
間
1
1
平
成
H
年
4
月

～
平
成
1
2
年
3
月
（
1
年
間
）

◇
願
書
受
付
1
1
2
月
－
日
～
3

月
5
日

◇
選
考
試
験
日
1
1
3
月
1
2
R

◇
選
考
方
法
1
1
筆
記
試
験
（
国

語
、
数
学
）
、
適
性
検
査
、
面
接

◇
合
格
発
表
門
3
月
1
8
日

◇
問
い
合
わ
せ
1
1
県
立
中
部
高

等
技
術
専
門
校
（
實
0
9
8
3

1
2
3
1
0
5
2
3
）

椎高兼一宮小黒的杉河服黒日原北谷河中梅佐坂中寺鈴葉瀬藤崎本池木場村野部木野田野］野尾田藤口村原木故

@　　シ　サ　　　ア　　　　　　　寿重　　　ス
@　　ヅ幸力春　　　　　　　　サ孝薩サ千　　　　　　　　　　　　　陽美三松正ミ正近勝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　チ重

Y男手エ子エ至上エ行夫ツ歳猛一子郎治信エ徳詮工助人

ツ

卵里一真魂蝋昭ヲ利鱒着金操ζ奈墾田　　　　　　生江春…ブ昭鶴櫻子．一子子子保治　　　　　　　　　　　　　　　　子美　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代

末テ
@ル喪
^力主

松聾鵡覗継康往櫓立物本往麟曽中躰地原鹿町町中正屋旦町町還山東縫脇場宮還町町根原幽谷区

※
3
月
号
か
ら
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
社

会
福
祉
協
議
会
発
行
の
ハ
ー
ト
フ
ル
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
ご
存
じ
で
す
か

　
高
年
齢
者
職
業
相
談
室

　
市
高
年
齢
者
職
業
相
談
室
で
は
、

55

ﾎ
以
上
の
方
へ
仕
事
の
斡
旋
や

求
人
・
休
職
に
関
す
る
相
談
、
指

導
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
市
高
年
齢
者
職
業

相
談
室
（
雪
5
2
1
2
3
5
3
）
へ
。
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音感富め嘉吉國
乳幼児健診

■3か月児健診
と　き◇2月1211（金）、26日（金）

対　象◇平成10年11月生まれ

■7か月児健診
日　時◇2月19日（金）

対　象◇平成10年7月生まれ

■1歳児健康相談
日　時◇2月16日（火）

対　象◇平成10年1月生まれ

■1歳6か月児健診

口　時◇2月4日（木）

対　象◇平成9年7月生まれ

■3歳児健診

日　時◇2月5口（金）

対　象◇平成7年7月生まれ

※受付時間は、3か月児／午後1

時～1時30分、7か月児・1歳6

か月児・3歳児／午後1時～2時置

1歳児／午前9時30分～10時です。

母子健康」玉帳を忘れずに、健康管

理センター（盈内線2181・2182）へ。

　　2月の休日在宅医

●7日　☆向洋クリニック（泌尿

容525488）☆田中病院（内・

放・精神・神経・リハ含632211）

☆日向内科（内・小児・胃腸
燈520880）☆篠原医院（産婦・

月工倉631059）

●11日　☆統ケ尻医院（整外・リ

ハ倉525557）☆康田医院（産婦

盤537788）☆松岡医院（内盈52

5407）　☆沼田医院（皮・泌尿
君523785）

●14日　☆浦上医院（内・外・胃

腸盈522936）　☆稲原医院（眼

a522209）☆鮫島病院（精神・

内・認容546801）

●21日　☆黒木医院（内費52605

5）☆萩原眼科（眼容637222）

☆山元医院（小児容536066）☆

大平医院（整外・リウ・内・リハ
乏窒523337）

●28日　☆甲斐医院（外・胃腸雪

535000）☆児．玉小児科医院（小

児燈522530）☆安部医院（内・

循環實534788）

※前もって、テレホンサービス
（君53－1214）で確認を。

　　のびのび子育て

川
上
幸
恵
さ
ん
・
宙
輝
く
ん
（
往
還
）

　子育てテレホンサービス《君5

3－5857》の2月分のテーマ

は次のとおりです。

☆1日～7日／安全のしつけ

☆8日～14日／数はいくつまで数

　　えられればよいか
☆15日～21日／．文字はどのくらい

　　知っていればよいか

☆22日～28日／人学を口前にした

　　子供の気持ちを理解する

　　　2月の母親学級

■17日（水）／妊娠中の歯の管理・

乳房のお手入れ方法（要予約）

■25日（木）／出産に向けて（呼吸

法・赤ちゃんの入浴方法等）

　会場は、．市民健康管理センター

で、時間はいずれも午後1時30分

からです。

　　　すくすく教室

●日時＝2月25口（木）午後2時～

●会場＝市民健康管理センター

●対象；生後6か月までの乳児を

育児中のお母さん・お父さん

●内容＝①身体測定、②離乳食づ

くり、③育児相談、④交流会など

ハーイ！

　　　　　保健婦です

　年末年始の忘年会・新年会で飲

む機会の増えた方が多かったと思

いますが、二日酔い続きの方はい

ませんでしたか。アルコールを大

量に飲むと、肝臓の処理能力に障

害が起こり、からだの水分代謝の

バランスも乱れてきます。二日酔

いにならないためには、あくまで

も適量を超えないように気をつけ

ることが大切です。　　　，

　一・般にアルコールは、肝臓で処

理されます。代謝スピードは、個

人差はあるものの、体重60～7

0キロの人で1時間に約7gと言

われています。アルコールの含有

量はビール大びん1本、ウイスキ

ーシングル2杯、日本酒1合がほ

ぼ同じで23g。とすると、ビー

ル大びん1本飲んだときに、アル

コールが代謝され、からだから消

失するまでに約3時間かかること

になります。

　お酒の効用も認められています

が、自分の適量もしっかり知った

うえで「おいしいお酒を飲む」。

これが大切です撫　　　《宇宿》

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
年
も
広
報

ひ
ゆ
う
が
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　
さ
て
、
こ
の
と
こ
ろ
市
内
で

火
災
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

「
ま
ち
の
話
題
」
で
も
ご
紹
介

し
ま
し
た
が
、
火
災
の
現
場
に

お
い
て
消
防
団
の
鈴
木
さ
ん
は

危
険
を
省
み
ず
幼
い
子
供
を
救

出
し
ま
し
た
。
そ
れ
が
消
防
団

の
務
め
と
は
い
え
、
大
変
す
ば

ら
し
い
こ
と
で
す
。
そ
れ
で
は
、

広
報
の
務
め
と
は
…
。

　
今
年
も
一
生
懸
命
頑
張
り
ま

す
の
で
、
ご
意
見
ご
感
想
を
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。
　
　
《
矢
野
》

後編

記集

萱　

日向市の人ロと世帯

　　　　　　　　　（HIL1．1．現在）

人　ll　59，018人〈＋54＞

　男　　27，956人〈±0＞

　女　　31，062人〈＋54＞

世帯数　　21，507世帯〈＋40＞

転人171人転出126人
出生　51人死亡42人
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